Use and Action of 1,25-Dihydroxyvitamin D_3 in uremia Cortibution of Nephrology, Vol 18, J. W. Coburn, S. G. Massry (eds.), Karger, 1980(BOOK REVIEW) by 青柳,一正 & AOYAGI,Kazumasa
〔ら，¥ぶらりい〕 
Use and Action of 1，25・DihydroxyvitaminD3 in uremia 
Cortibution of Nephrology，Vol 18 
J.W. Coburn，and S. G. Massry (eds.)， 
Karger，1980 
本書は腎臓に関する基礎的， 臨床的研究の最新の成果をテーマごとにまとめた
可叢書の一冊であり，我々腎臓病学にたずさわるものには必読の書となっている。 R 
本書誌活性型ビタミン D3の腎不全患者への臨床応用を中心として 20編の論文
を収録している。
内容は， 1) 1，25-dihydroxyvitamin D3 (1，25・[OH)2D3)の生化学および生理
的意義， 2) 1，25 (0耳)2D3および工 α-OHD3の腎性骨病変への治療的投与， 3) 
抱のゼタミン D3誘導体の作用， 4)ビタミンDと他のホルモン (PTHやグルコ
コノレチコイド〉との関連， 5) 1，25 (OH)2D3の副作用の 5つに分けられよう。
ビタミンDの研究は 1971年 DeLucaのグルーフによる 1，25・(OH)2D3の発見
により大きく進歩した。 1，25・(OH)2Dsは現在ピタミン D3の最終的な活性型物
質と考えられているが， Daの1位の水車愛犯は腎の近位尿紹管においてのみ行なわ
れることが判明し，腎が内分泌臓器としても重要であることが認識された。一方，
この持期には血液透析が普及し，慢性腎不全患者の長期生存が可誌となり， いわ
ゆる renalosteodystrophyと言われるビタミンDに抵抗性な骨吸収(線維性骨
炎〉と骨敦北症を伴なう骨病変による骨折が重大な問題となっていた。そこで 
1971年には早くも臨床応用が開始されている。
本書の論文の多くはピタミン D3の臨末広尾を活発に行なっている蒐設かちの
ものであるが 1，25・(OH)2D3や 1α-OHDaの投与によ予腎不全患者(多くは透析
疲法を行なっている〉の骨痛の抵下，筋力の改善，血清 Caレベルの上昇， immu-
noreacti ve PTHの低下， 血清アノレカリフォスファターゼの低下がみられること
を報告している。 しかし，骨病変に関してはレントゲン的，組識学的に改善のみ
られるものもあるが， その改善の程度は十分でなく， また全く改善の見られない
ものも少くないことが報告されている。また腎は Dsの1位の水酸化のみでなく 24
位， 26控の水酸化反応も行なうが， 24，25・(OH)2Dsについての興味深い報告も
ある。 24，25・(OH)2Dsが軟骨組織のプロテオグヲカンの合成を促進することや，
腎不全において腸管からの Caの瑛収を変えないで血中 Caレベノレを低下させ
ること， 1，25・(OH)2Dsとの共脊下で骨の石灰化をおこすことなどの報告である。 
Renal osteodystrophyが単に Dsの代謝異常のみにより生じているか否かは不
明であるが，今後の D3の軒究が待たれる。
本書で辻 1，25・(OH)2D3が D3に比し効果が早期立出現し，薬部の投与中止によ
り効果の消失が阜く， 骨病変も改善するという有用性を認める一方， 高カルシュ
}ム車症を起す頻度が高いことや，透析前の安定した腎不全患者に 1，25・ (OH)2D3
を投与すると腎機能の低下がおこるという論文を指せ，本薬剤は無差問に腎不全
患者に用いるべきではなく，十分な検査を施行しながら注意深く用いるべきこと
を主張している。
昨年末には本邦においても 1α-OHDaが発売されその臨床志用はだれにでも可
能となったが， その使用に当つては本書に述べられているような利点， 副作用等
を十分理解してゆくことが重要であると考える。その点，本書は15x22cmで218
頁と小冊子ながら， 臨床的事項を中心としており， 内容はパラエテ}に富んで、お
り， また注意深い観察によるさまざまな現象がもり込まれてお担， この方面の研
究者にも有用であろう。(青柳一正〉 
f千葉医学， 57，94，1981) 
